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９月のトピックス 

〇 2014 年九州上海経済交流ミッション参加及び中国の旅行会社とのＭＯＵ締結 

（８月３１日～９月３日：上海） 

九州 7県や九州経済連合会など官民でつくる九州経済国際化推進機構や九州観光推進機構などで構成

するミッション団が、上海を訪問し、九州への観光や投資等についてトップセルースを展開しました。 

その中で、当機構は、９月１日に、中国の上海及び上海近郊の各旅行会社（計２８社）とそれぞれＭ

ＯＵを締結し、中国と九州の双方向の観光交流拡大にむけた取組を推進していきます。 

【ＭＯＵの主な内容】 

・中国旅行会社は九州向け商品を積極的に造成する。 

・機構は、中国旅行社の九州商品造成に関し、可能な範囲で支援を行う。 

・機構は、クルーズ船寄港時における特区ガイドを活用した高品質なツ

アーを提案する。 

中国旅行社は提案を活用した九州商品造成に努める。 

・機構は、中国旅行社の九州向け商品の販促に有益と考えられる九州の

旅行関連情報を中国旅行社に提供する。 

 

〇 旅行会社向け説明会・相談会の実施（９月１日～２日：仙台市） 

仙台国際ホテルにおいて、２回目となる「平成２７年度上期九州観光素材説明会・相談会」を開催し

ました。参加者は、ＪＡＴＡ、ＡＮＴＡの会員様１７社・７３名、県関係者３０名。当日は、説明会、

相談会、九州のグルメを持ち込んだ懇親会の３部構成で、大いに最後まで盛り上がりました。 

今年は農協観光が奄美大島、ＪＴＢは１０月より１カ月全店舗で「九州キャンペーン」を企画される

ということで、九州への誘客が実を結びつつあります。 

   

 

〇 総合特区担当者会議を開催（９月４日：福岡市） 

九州７県及び福岡市で取り組んでいる九州アジア観光アイランド総合特区に係る担当者会議を開催し、

規制の特例措置等を活用し、新たに実施した「地域活性化総合特別区域通訳案内士（特区ガイド）育成

等事業」について、情報や意見の交換を行いました。 

「地域活性化総合特別区域通訳案内士（特区ガイド）育成等事業」は、平成 25年度に制度設計後、受

講生の募集・受講決定を行い、九州７県に、特区ガイド第１期生が誕生しました。この特区ガイドの活
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用を図るため、九州各県・福岡市の担当者との連携強化を図るとともに、当機構のウエブサイトに「九

州アジア観光アイランド特区ガイド総合サイト」を開設し、福岡県知事の登録を受け、同意を得た特区

ガイドの方々のリストを公開する等、より効果的な事業運営に取り組んでいきます。 

 

〇 ＭＡＴＴＡ ２０１４出展（９月５日～７日、９日：クアラルンプール） 

クアラルンプールからの誘客促進を目的として、現地における海外旅行博に出展し、九州が有する魅

力的で個性的な観光資源を効果的にアピールしました。会期中、約１，８００名の来場者が九州ブース

を訪れ、九州ブースで実施した指湯体験やＳＮＳを活用した九州温泉記念

撮影会を通じ、多くの方に九州の魅力を伝えることができました。 

また、ＪＮＴＯ主催のビジットジャパンセミナー・商談会にも参加し、

クアラルンプールの旅行会社７社、ペナンの旅行会社６社と商談し、九州

の豊富な観光資源をＰＲしました。今後、訪日旅行の新たな訪問先として

九州を考えている旅行社が多く、更なる誘客拡大が期待されます。 

 

〇 旅行会社向け説明会・相談会の実施（９月９日：東京） 

品川プリンスホテルにおいて、「平成２７年度上期観光素材説明会・相談会」「おんせん県おおいたＤ

Ｃの説明会」を初めて共催で行いました。参加者は、旅行社２５社・１５３名、メディア１０社・２１

名、県関係６１名の計２３５名に達しました。 

全体を４部で構成し、九州への誘客に弾みを付けた内容とし、特に第４部の「おんせん県おおいたの

夕べ」では、大分県産の食材のグルメを堪能され喜ばれていました。 

   

 

〇 九州ＦＩＴ旅行特集誌作成事業（９月９日～１３日：福岡県、熊本県、鹿児島県） 

台湾のＦＩＴ層に対し、雑誌媒体を活用して旅行先としての九州の魅力

をアピールすることを目的とし、雑誌社の記者とカメラマン２名を招請し、

九州取材を行いました。取材者からは、九州の列車に対する関心が高い台

湾人には、ＪＲ九州レールパスを利用した九州周遊のＰＲが今後の誘客を

拡大する一つのポイントであるとの意見がありました。 

 

〇 旅行会社向け説明会・相談会の実施（９月１１日：大阪市） 

ホテルグランヴィア大阪において、「平成２７年度上期観光素材説明会・相談会」と「おんせん県おお

いたＤＣ説明会」を共催で行いました。参加者は、旅行社３４社・１０２名、メディア５社・５名、県

関係者５０名の計１５７名に上りました。 

全体を４部構成とし、観光素材説明会では「テーマ別による観光素材」をテーマに各県が説明を行い、

大分県は、第２部で「おおいたＤＣ」を説明しました。第４部の機構主催の懇親会では、九州各地の特

産品を揃え、九州の焼酎、グルメを堪能していただきました。また、中国古典舞踊「変面」の上演によ

り、長崎のアピールをしました。 



3 

   

 

〇 ＪＮＴＯアウトバウンド商談会ｉｎ釜山（９月１１日：釜山） 

釜山で開催されたＪＮＴＯ主催のアウトバウンド商談会に参加しました。本商談会には、韓国側旅行

社１９社、ランド社２３社、日本側参加者２０団体が参加しました。商談会場では、現地大手旅行会社

を中心に１０社程度と商談することができ、九州の新しい観光素材や九州オルレ情報等を提供しました。

今後、更にＦＩＴ化が進んでいく韓国市場において、レンタカー利用の商品化を模索している旅行社が

多くみられ、九州に対する関心は高く、今後の販路開発が期待されます。 

     

 

〇 雑誌取材協力の実施（９月１２日：佐賀県） 

光文社の雑誌「ＨＥＲＳ（１０月号）」の連載「親孝行な温泉宿」の中で、武雄の

温泉宿を紹介する企画に協力しました。同連載で８月号に紹介した阿蘇の温泉宿と同

時に、取材のお約束をいただいたものであり、１１月のバルーンフェスタの紹介など

とともに、九州への誘客に繋がる内容となりました。 

※「ＨＥＲＳ」…月刊／約 25万部 

 

〇 九州の未来力２０３０にてプレゼンテーション（９月１７日：福岡市） 

九州の未来力２０３０会議（事務局：九州財務支局）が、福岡市博多区合同庁舎にて開催されました。

その中で、九州観光推進機構石原会長が「観光を九州の基幹産業に～活

力ある九州に向けて～」というタイトルで、最近の全国の事例も含めな

がらプレゼンテーションを行いました。少子高齢化、人口減少、財政赤

字、増大する社会保障費と大きな課題を持つ九州にとって観光産業は有

望な成長戦略であり、裾野の広い産業と言われています。 

当日はプレゼンテーションの後、委員の皆様による活発な意見交換が

行われました。 

 

〇 旅行会社向け説明会・相談会の実施（９月１７日：名古屋市） 

名古屋ガーデンパレスにおいて「平成２７年度上期観光素材説明会・相談会」と「おんせん県おおい

たＤＣ説明会」を共催で行いました。 

参加者は、旅行社２５社・７４名、県関係者５０名の計１２４名に達しました。全体を４部で構成し、

九州への誘客に弾みを付けた内容としました。特に第４部の「おんせん県おおいたの夕べ」では、大分
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県産の食材のグルメが参加者の皆さんに大変好評でした。 

   

 

〇 九州ビルヂング協会にて講演（９月１８日：福岡市） 

九州ビルヂング協会の定例会が、電気ビルにて開催され、その中で当機構髙

橋事業本部長が第二期九州観光戦略と機構の取り組みについて講演をしまし

た。 

 

〇 県境観光連携推進協議会研修会にて講演（９月１９日：出水市） 

鹿児島県出水市において、出水市・水俣市の県境観光連携推進協議会の研修会が開催され、当機構企

画部豊島次長が「観光とＩＴ～ ＳＮＳを活用した情報発信」をテーマに講

演を行いました。最近はＳＮＳ利用者が急増していますが、その中でｆａｃ

ｅｂｏｏｋでの情報発信はとても関心が高くなっています。当日はサイト管

理人の皆様から、ファン数及びリーチ数拡大に向けたアルゴリズム対応等、

各論での質問や活発な意見交換がなされました。また、韓国順天市と姉妹都

市である出水市より九州オルレについて質問があり、これまでの取り組みと

トピックスを共有しました。 

 

〇 ビジット･ジャパン・トラベル･マート出展（９月２４日～２６日：東京） 

海外バイヤー３６０社（メディア含む）、国内セラー４１７団体が参加

する大商談会が東京で開催されました。今後の市場拡大を目的にアセアン

及び欧州諸国の旅行会社を中心に商談を行い、九州の温泉、自然、食事等

の基本情報のプレゼンを実施したほか、インセンティブ情報や宿泊数に合

わせた旅行行程のご案内をしました。また、東京国立博物館で実施された

ジャパンナイト（交流会）は、多くの参加者で賑わいました。 

 

〇 ＫＬＭオランダ航空連携招請（９月２５日～２９日：福岡、長崎、熊本、大分、佐賀） 

エアフランス・ＫＬＭ航空会社の旅行造成責任者４名をお招きし、福岡、長崎、熊本、大分、佐賀を

訪問しました。九州の魅力ある観光地として温泉文化、雄大な自然、食

事等を紹介しました。招請者にはよく知られている長崎以外にも、九州

にはバラエティー豊かで魅力的な観光地が多くあることを認識していた

だきました。また、日本人の礼儀正しさに感銘を受けられていました。

英語標記が少ないという課題は残るものの、九州に対する関心度は高ま

り、今後、長期休暇の訪問先だけではなく、ＭＩＣＥ・インセンティブ

旅行の訪問先としての選択も期待されます。 
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〇 ツーリズムＥＸＰＯジャパン２０１４への出展（９月２６日～２７日：東京） 

「旅フェア」と「ＪＡＴＡ旅博」が統合した世界最大級の旅の祭典「ツーリズムＥＸＰＯジャパン２

０１４」（東京ビッグサイト）に出展し、首都圏を中心とした一般来場者や観光関係業者に対し、九州の

観光ＰＲを実施しました。訴求テーマを「温泉」と「焼酎」とし、各種イベント（試飲・温泉ビンゴ）

や各県担当者やゆるキャラによるＰＲ、空行け！九州キャンペーンの参加航空会社ＣＡによるＰＲによ

り、九州の魅力を発信し、ブースを盛り上げました。また、九州各県からの出展者及びＪＲ九州のブー

スを回遊するスタンプラリーにより、九州エリアが一体となったＰＲを行いました。 

※来場者数 １５７,５８９人（速報値） 

   

 

 

◆ 九州観光推進機構からのお知らせ 

 

〇 人事往来 

 
９月に事業本部スタッフの人事異動がありましたので、よろしくお願い申し上げます。 

 

【転入者】 ［  ］内は派遣元  

・企画部 主任 谷崎
たにざき

 千紗
ち さ

  [㈱日旅九州エンタプライズ] 

 

 

〇 エグゼクティブアドバイザー委嘱 

 

  機構事業の推進を図るため、新たに「エグゼクティブアドバイザー」を設置することとし、１０月

２日付けで、後藤靖子さんに委嘱しました。 

  後藤さんは、前国土交通省国土交通政策研究所長で、１９９７年には九州運輸局企画部長も務めら

れています。機構の会議にも出席され、アドバイスをいただくことにしております。 

 

 

〇 １０月以降の主な事業  

・韓国における「九州オルレ」ブランド情報発信事業（９月～２月：韓国内） 

・内閣官房による総合特区現地調査（１０月２日：福岡県） 

・２０１４年度九州各県観光ボランティアガイド連絡協議会代表者会議及び九州観光ボランティアガ

イド研修会第２回実行委員会（１０月２日：福岡市） 

・観光プロモーション at羽田（観光庁主催）（１０月３日～５日：羽田空港第一ターミナル） 

・特区ガイド（福岡会場平日クラス）合格発表（１０月８日：福岡県） 
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・九州観光・物産フェア２０１４（１０月１１日～１３日：東京代々木公園） 

・ムスリム対応に向けたインドネシア・マレーシア旅行会社招請 

（１０月１４日～１８日：福岡、佐賀、長崎、熊本、大分） 

・ムスリムトラベルセミナー（１０月１７日：福岡市） 

・ベトナムでの訪日旅行セミナー・商談会への参加（１０月２２日、２４日：ハノイ・ホーチミン） 

・九州観光推進機構第２回運営協議会（１０月３１日：福岡市） 

・欧州ＷＴＭロンドン出展及びパリ・アムステルダム旅行会社プレゼン・商談会 

（１１月３日～７日：英国・フランス・オランダ） 

・香港テレビ番組招請（１１月４日～１３日：九州７県） 

・台北国際旅行博ＩＴＦ２０１４出展（１１月７日～１０日：台北） 

・九州観光推進機構第３回理事会（１１月１３日：福岡市） 

・中国国際旅遊交易会（ＣＩＴＭ２０１４）出展（１１月１３日～１６日：上海） 

・フィリピンでの訪日旅行セミナー・商談会への参加（１１月１９日、２１日：マニラ・セブ） 

・クルーズ・シッピング・アジア・パシフィック２０１４出展（１１月２０日～２１日：香港） 

・修学旅行九州現地視察会（１１月２２日～２４日：福岡県・大分県・佐賀県・長崎県） 

・香港メディア（活字媒体）招請事業（１１月２４日～２８日：九州各県） 

・マレーシア華僑系旅客取扱旅行会社招請（１１月下旬：九州内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇◇ お問い合わせ先 ◇◇ 

一般社団法人 九州観光推進機構  企画部 吉田 

TEL:092-751-2943（代表） 

092-751-2946（国内誘致推進部ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ） 

092-751-2947（海外誘致推進部ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ） 

FAX:092-751-2944 

E-mail：infokyushu@welcomekyushu.jp 

TEL:092-751-2943

